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　はじめに

カスミサンショウウオ Hynobius nebulosusはこ

れまで西日本に広く生息する種であったが，2019

年に細分化されたことで，福岡県から鹿児島県に

かけて分布する九州地方における止水性の小型サ

ンショウウオとなった（Matsui et al., 2019）．鹿児

島県北部には本種の南限となる個体群の生息が知

られており（鮫島，1999；鮫島ほか，2013；宅間

ほか，2013, 2016），県の天然記念物及び鹿児島県

レッドデータブック（鹿児島県，2016）において

絶滅危惧 II類に指定されている．

南九州西回り自動車道の一部区間であり，平成

29年 11月に全線開通した「出水阿久根道路（出

水 IC－阿久根 IC，延長 14.9 km）」（図 1）におい

ては，平成 17年 12月に環境影響評価書が公告・

縦覧されている．

上記区間において確認されているカスミサン

ショウウオについては，平成 18年度より移設及

び生息地におけるモニタリング調査等が実施され

ており，平成 26年度調査時に計画路線に設置さ

れている集水桝内で多数の成体，幼生，卵のうが

確認され，産卵に訪れた成体が這い上がれない状

況にあった．これらの個体に対する保全措置を実

施するにあたり，事前に室内実験を行い，保全措

置の内容を検討した結果，壁材等で足場を設置す

ることにより垂直面を這い上がることが可能であ

ることが検証された（徳重ほか，2019）．

室内実験の結果を踏まえ，実際に野外の集水

桝において這い上がりのためのスロープを設置し

た結果について報告する．

　材料と方法

既往調査で多数のカスミサンショウウオが確

認されている集水桝に這い上がり用のスロープを

設置し，その効果を検証した．

スロープには折返しをつけず，直接這い上が

ることが可能な形状とし，材質には恒久的に利用

可能なステンレス素材を用いた．3か所の異なる

集水桝（A, B, C）に設置したスロープの諸元を

表 1に，設置状況を図 2–4に示す．

実地検証は，3か所の集水桝に各2台のセンサー

カメラを設置し，カメラのインターバル撮影機能

を用いてモニタリングを行った．平成 30年 1月

30日 –3月 1日に事前検証を実施したのち，恒久

的な施工を行い，平成 31年 1月 30日 –2月 27日

に再度モニタリングを実施した．
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なお，調査に際しては鹿児島県教育委員会よ

りカスミサンショウウオの現状変更の許可を取得

し，実施した．

　検証結果

事前検証における結果　恒久的な施工を実施

する前に簡易なスロープを設置し，這い上がり行

動を確認した結果，集水桝 A及び Cではスロー

プを這い上がる行動が確認された．しかし，這い

上がり途中で落下する個体が確認された（図 5）．

集水桝 Bではスロープを這い上がる行動は確認

されなかったが，壁面を登ろうとする行動は確認

された．

恒久的な施工後のモニタリング結果　事前検

証結果を踏まえ，L字型の鉄板をスロープ材に用

いることでスロープ外側に壁面を設け，落下防止

対策を講じた（図 6）．また，集水桝 Bではスロー

プが長くなることから，壁面を設けるほか，中間

部に平坦な踊り場を設けることで這い上がり途中

での休息が可能な構造とした．

これらの対策を講じたスロープを設置した結

果，3か所の集水桝全てにおいて，カスミサンショ

図 2．集水桝 Aに設置したスロープ．

図 3．集水桝 Bに設置したスロープ．スロープの中間部に
平坦な踊り場を設置．

図 4.集水桝Ｃに設置したスロープ．

図 5．スロープ途中での落下個体（集水桝 A）．

図 6．スロープの改良（左：改良前，右：改良後）．
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ウウオの這い上がりが確認された．這い上がり途

中での落下個体は確認されなかった．

集水桝 Aでは左スロープにおいて 2回，右ス

ロープで 1回の計 3回，集水桝 Bでは 2回，集

水桝 3回では左スロープ及び中央スロープで各 1

回，右スロープで 3回の計 5回のスロープ利用が

確認され，そのうちの 7回については，集水桝か

らの脱出が確認された（表 2）．

這い上がり行動が確認された時間帯は 18時台

から 2時台までの夜間のみであった．

各集水桝における這い上がり状況を図 7に示

す．

　考察

本検証の結果，垂直のコンクリート壁面にス

ロープを設置することで，カスミサンショウウオ

の這い上がりが可能となることが確認された．

既往調査において，多数の成体が産卵後も集

水桝に留まっていることが確認されていたが，ス

ロープを設置した今回調査において，2月末時点

で成体は 1個体のみの確認であった．1月末には

卵のうが 35対確認されていることから，多数の

成体が集水桝内に集まっていることは明らかであ

るが，大半の個体は集水桝から脱出していると考

えられることから，今回の対策による効果が確認

された．

また，本検証においては，カスミサンショウ

ウオのほか，アカハライモリやアカガエル類のス

ロープ利用も確認された（図 8）．カスミサンショ

諸元
集水桝

A B C
集水桝の高さ（mm） 900 2100 500
スロープ設置数 2 1 3

斜路の形状
全長（mm） 1204 2880 1043
斜角（度） 48 54 32
踊り場の有無 無 有 無

表 1．集水桝及びスロープの形状．

図 7.スロープの這い上がり状況．

集水桝 スロープ 確認日 時間 脱出の確認
A 左 2月 4日 2:28 ○

2月 25日 23:16–0:21 ○
右 1月 31日 1:57–2:37 ○

B 2月 26日 21:27–21:57 ○
2月 26日 22:07–22:42 ○

C 左 1月 30日 18:24–18:33 ○
中央 1月 31日 22:14 ×
右 1月 30日 21:06–21:09 ×

2月 10日 22:45 ×
2月 25日 19:09–19:15 ○

表 2．這い上がり行動の確認状況一覧．
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ウウオのみならず，多くの両生類の移動経路を確

保する措置として有効であると考えられる．両生

類等の小型動物に対する保全措置としては，一部

の壁面を緩傾斜とした集水桝や U字側溝を用い

た対策が実施されているが（大澤，2019），今回

のようにすでに施工が完了した場所においては，

構造物の付け替えには多額の経費が必要となり，

また，集水桝 Bのような高さのある構造物では

壁面自体に傾斜を付けることは難しい．

今回用いた手法は壁面にスロープを取り付け

るのみの非常に簡易的な手法であるため，工事が

完了した場所においても，重機等を用いる必要は

なく，比較的安価で対策を講じることが可能であ

る．なかでも集水桝 Bのように高さが 2000 mm

以上の場所においては，カスミサンショウウオを

はじめとした多くの小型動物は脱出が困難である

と考えられるため，特に効果が期待される．

なお，当地においては，スロープの設置によ

り集水桝から這い上がることが可能となったが，

集水桝から流下する水路がコンクリートの三面張

り水路であり，速い流水環境となっている．この

ようなコンクリート水路では避難場所がほとんど

なく，著しい捕食圧にさらされる（宅間ほか，

2016）．そのため，増水等で卵のうや幼生が流下

した際は，生存することが難しいと考えられる．

また，産卵に集まった成体が対象路線内の走行車

線へ進入し，ロードキルが発生することも懸念さ

れる．そのため，集水桝を産卵場所として利用す

る個体を減らすことを目的とした進入防止柵の設

置を検討している．このように複合的な対策を実

施することにより，当地に生息する希少なカスミ

サンショウウオ個体群に対する影響を回避・低減

することに努めている．
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図 8．その他の両生類の這い上がり状況（左：アカハライモリ，右：アカガエル類）．


